
実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

市民体育館の管理運営、利用許可、使用料徴収その他条例で定められた管理運営に関する
事業を行い、健康づくり、体力づくりなど、スポーツに親しめる環境づくりを行う。

26年度実績 27年度実績 28年度計画単位 25年度実績

事業番号 010501010100

無

市民、体育館利用者

市民、利用者が市民体育館を利用し、安全に様々なスポーツ活動が展開される場を提供す
る。

2事業の類型

市民、体育館利用者

市民体育館改修

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度市民体育館管理事業 予算事業名 市民体育館運営管理事業

朝田訓弘担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ施設の整備を行う

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

利用件数 6224
利用者数 人 86409

活
動
実
績

96193
件 6648 7054

102915

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

100 0.340 100 0.3200.340 0.340 94

臨時職員 0.160 0.142 89 0.140 114

97 3,263,966

99 0.160

支出内訳

人件費 3,321,470 3,337,913 100 3,241,794

11,445,384

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 23,143,826 18,248,938 79

事業費 19,822,356 14,911,025 75

14,687,178 80 15,567,966

77 12,304,000 108

101

106

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 23,143,826

2,121,400 107 2,167,000

18,248,938 79 14,687,178 80

102

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 21,388,846 16,266,818 76 12,565,778 77 13,400,966 107

15,567,966 106

-

-

その他 1,754,980 1,982,120 113

指標説明（式） 市民体育館利用人員

指標名１ 市民体育館利用状況

４　評価指標
【有効性】

指標名２ 市民体育館利用状況

備考
目標 80000 80000 100.0 90000 112.5 105000 116.7

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 卓球場利用人員(大人)

実績 86409 96193

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

111.3 102915 107.0
人

件
目標 3000 3000 100.0 3000 100.0 3000 100.0

実績 3254 3446 105.9 3703 107.5

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

12304000 97.6

指標名１ 市民体育館管理事業費

指標説明（式） 市民体育館管理事業費総額

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 19822356 14911025 75.2 11445384 76.8
円

目標 20790000 17262000 83.0 12610000 73.1

実績 9693700 4071440 42.0 1054439 25.9
円

目標 9050000
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

総利用者数、卓球場利用者人数において、前年度の実績を大幅に超えること
ができた。

4

組織運営・適
正管理

施設の延命化に向け、今後も維持修繕に取り組む必要がある。

効率性

コストの節減 節電に心がけ、光熱水費抑制に努めた。

3

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

大きな事故もなく、健康維持の増進、スポーツの場を提供できている。 4

具体的な評価観点 内容

有効性
組織運営・適
正管理

災害時の第一次避難所であることから、ライフライ
ン断絶時、避難所としての機能設備の充実を図る
必要がある。

評価視点
６　課題として認識された点

17

有効性
成果目標（改
善）達成度

施設の維持修繕を行い、さらなる安心、安全で利
用者にやさしい施設管理に取り組む必要がある。

総合評価

進捗状況

執行体制の
効率性

平日夜間、休日の体育館受付業務をシルバー人材センターに委託を行い、執
行体制は効果的である。

4113000 45.4 1050000 25.5 1005000 95.7

指標名２ 市民体育館管理事業費（修繕関係）

指標説明（式） 修繕料＋維持修繕費＋工事請負費

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

市民プールの施設内における遊泳者の監視や利用者の受付対応、水質の維持管理を行うこと
により、利用者が安全かつ快適にプールを利用できるよう努める。

26年度実績 27年度実績 28年度計画単位 25年度実績

事業番号 010501010200

無

市民、プール利用者

市民、利用者が安全に利用できる施設として、管理運営を行う。

2事業の類型

市民、プール利用者

市民プール改修事業 市民プール改修工事

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度市民プール管理運営事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 予算事業名 市民プール管理事業

朝田訓弘担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ施設の整備を行う

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

利用者数(総数) 8189

4225

利用者数(中央プール)

人
人 3964

活
動
実
績

3337
人

利用者数(西部プール） 3508

6845 4437
0

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算

4437

インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

185 0.160 108 0.0800.080 0.148 50

臨時職員 0.020 0.012 60 -

101 945,086

0

支出内訳

人件費 981,110 1,534,397 156 1,542,374

5,974,000

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 12,833,585 6,218,817 48

事業費 11,852,475 4,684,420 40

7,516,374 121 7,219,086

128 6,274,000 105

61

96

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 12,833,585

0 0 0

6,218,817 48 7,516,374 121

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 12,472,875 5,977,947 48 7,516,374 126 7,219,086 96

7,219,086 96

-

-

その他 360,710 240,870 67

指標説明（式） 市民プール利用人員（総数）

指標名１ 市民プール利用状況

４　評価指標
【有効性】

指標名２ 市民プール利用状況

備考
目標 8200 8200 100.0 4000 48.8 0.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 小学校のプール利用(学校教育課程として)

実績 8189 6845

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

83.6 4437 64.8
人

人
目標 4000 4000 100.0 2000 50.0 0.0

実績 4370 3936 90.1 1485 37.7

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

6274000 100.0

指標名１ 市民プール管理運営事業費

指標説明（式） 市民プール管理運営事業費総額（賃金含む） ただし２８年度からは指定管理

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 15208125 7835040 51.5 5974000 76.2
円

目標 16576000 10245000 61.8 6274000 61.2

実績 6012300 104760 1.7 0 0.0
円

目標 6400000
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

小学校の水泳指導、放課後児童保育として適正に使用できた。学校教育課程
としての利用者は、中央プールの廃止により減少した。

3

組織運営・適
正管理

専門事業者に管理委託することにより、これまで以上に、適正な管理運営を図
ることができた。

効率性

コストの節減 水質管理に努め、使用水量、薬剤の節減に努めた。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

少子化により、小学校の児童数が減少している昨今、大きな事故もなく、適正な
管理運営ができている。

3

具体的な評価観点 内容

有効性 　
中央プールの施設老朽化、人員減少により廃止と
した

評価視点
６　課題として認識された点

16

有効性
㈱アクアティックに管理運営業務委託となり、今後
も適正管理に努めていく。

総合評価

進捗状況

執行体制の
効率性

指定管理することにより、適正な人員配置を行い、安全確保に努めた。

300000 4.7 300000 100.0 300000 100.0

指標名２ 市民プール管理運営事業費（修繕関係）

指標説明（式） 修繕料＋維持修繕費＋工事請負費

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

市民グラウンドの利用者が快適に利用できるよう、施設の整備、充実に努める。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
19000

単位 25年度実績

事業番号 010501010300

無

市民、市民グラウンド利用者

市民が安全に利用できる施設として、適正な維持管理を行い、スポーツの場を提供する。

2事業の類型

市民、市民グラウンド利用者

スポーツセンター土壌改良工事 東部公園グラウンド改修事業

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度市民グラウンド管理運営事業　　　　　　　 予算事業名 市民グラウンド管理事業

朝田訓弘担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ施設の整備を行う

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

利用者数 18280
利用件数 件 209

活
動
実
績

212
人 18432 28346

260 200

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

100 0.380 100 0.3600.380 0.380 95

臨時職員 0.080 0.080 100 0.080 100

97 3,361,806

100 0.080

支出内訳

人件費 3,433,670 3,497,173 102 3,389,934

3,922,865

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 7,271,169 7,253,374 100

事業費 3,837,499 3,756,201 98

7,312,799 101 7,143,806

104 3,782,000 96

99

98

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 7,271,169

363,870 104 312,000

7,253,374 100 7,312,799 101

86

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 6,954,549 6,902,474 99 6,948,929 101 6,831,806 98

7,143,806 98

-

-

その他 316,620 350,900 111

指標説明（式） 市民グラウンド利用人員

指標名１ 市民グラウンド利用状況

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 20000 20000 100.0 20000 100.0 20000 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 18280 18432

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.8 28346 153.8
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

3782000 92.0

指標名１ 市民グラウンド管理運営事業費

指標説明（式） 市民グラウンド管理運営事業費総額

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 3837499 3756201 97.9 3922865 104.4
円

目標 3959000 3766000 95.1 4110000 109.1

実績 122325 381240 311.7 262440 68.8
円

目標 110000
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

天候により利用件数等が大きく左右されるが、前年度と比較し、利用者数、利
用件数ともに増となった。相生高校の耐震代替え運動場としての活用があった

3

組織運営・適
正管理

利用団体との協働により、良好な施設活用が図れた。

効率性

コストの節減 施設の維持修繕竣工により、管理運営事業費が減となった。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

大きな事故もなく、適正な維持管理を行い、スポーツの場を提供できている。 4

具体的な評価観点 内容

有効性
成果目標（改
善）達成度

施設の充実や今後の適正管理体制について検討
が必要である。

評価視点
６　課題として認識された点

17

効率性 コストの節減
使用実態に即した委託管理を行い、事業費節減に
努める。

総合評価

進捗状況

執行体制の
効率性

利用がない日および利用時間帯等、利用形態に合わせた委託管理の調整を行
い、施設管理の効率性を図った。

110000 100.0 110000 100.0 110000 100.0

指標名２ 市民グラウンド管理運営事業費（修繕関係）

指標説明（式） 修繕料＋維持修繕費＋工事請負費

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

指定管理者制度により包括的に委託し、温水プール維持管理運営業務を行う。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
100000

単位 25年度実績

事業番号 010501010400

無

市民、温水プール利用者

利用者が安全で快適に利用できるよう管理運営を行い、健康維持の増進、スポーツの場を提
供する。

2事業の類型

市民、温水プール利用者

温水プール改修事業 温水プール改修工事

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
4優先度温水プール管理運営事業　　　　　　　　　　 予算事業名 温水プール運営管理事業

朝田訓弘担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ施設の整備を行う

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

利用者数 107681活
動
実
績

人 104217 72542

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

216 0.300 99 0.3200.140 0.302 107

臨時職員 - -

96 2,831,006

-

支出内訳

人件費 1,393,510 2,698,429 194 2,589,854

100,216,054

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 33,801,025 37,074,109 110

事業費 32,407,515 34,375,680 106

102,805,908 277 29,258,006

292 26,427,000 26

109

28

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 33,801,025

601,320 21 601,000

37,074,109 110 102,805,908 277

100

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 31,087,286 34,148,179 110 102,204,588 299 28,657,006 28

29,258,006 28

-

-

その他 2,713,739 2,925,930 108

指標説明（式） 温水プール利用人員

指標名１ 温水プール利用状況

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 100000 100000 100.0 100000 100.0 100000 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 107681 104217

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

96.8 72542 69.6
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

26427000 26.4

指標名１ 温水プール管理運営事業費

指標説明（式） 温水プール管理運営事業費総額

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 32407515 34375680 106.1 100216054 291.5
円

目標 32593000 38290000 117.5 99939000 261.0

実績 10559850 295920 2.8 69634188 23531.4
円

目標 10600000
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

プール棟の大規模な改修により使用停止を余儀なくされ、利用人員に大きな影
響があったが、可能な時間、場所を有効に活用し、利用者の確保をはかった

3

組織運営・適
正管理

来館者にアンケートを実施し、要望に対しては可能な限り対応を行った。

効率性

コストの節減
指定管理者による節電、節水等のコスト削減意識により、節減に努められてい
る。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

大きな事故もなく、健康維持の増進、スポーツの場を提供できている。 4

具体的な評価観点 内容

有効性
組織運営・適
正管理

経年のため、プール施設改修改革による適正管理
が必要である。

評価視点
６　課題として認識された点

19

有効性
組織運営・適
正管理

計画的な施設維持修繕に努め、適正な管理を推進
する。

総合評価

進捗状況

手段の最適
性

新規体操教室、体験教室、プールアスレチック、入会金無料期間を設ける等に
より、会員および利用者の維持に努めた。

3600000 34.0 71733000 1992.6 3600000 5.0

指標名２ 温水プール管理運営事業費（修繕関係）

指標説明（式） 修繕料＋維持修繕費＋工事請負費

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

子どもへの海洋スポ－ツの普及・促進

26年度実績 27年度実績 28年度計画
900

単位 25年度実績

事業番号 010501020100

無

市民

自然に恵まれた海を利用して、ヨット・ボ－ト・カヌ－など海洋スポ－ツの普及に努める。

4事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 市民生活部地域振興課
4優先度海洋訓練教室推進事業 予算事業名 海洋訓練教室推進事業

今井　玄担当者名担当課長 松本　秀文
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

参加者 954
会員数（子ども） 人 18

活
動
実
績

15
人 725 980

20 15

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

133 0.004 13 0.0040.024 0.032 100

臨時職員 - -

62 347,878

-

支出内訳

人件費 501,818 606,469 121 375,182

685,177

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 2,705,595 1,297,406 48

事業費 2,203,777 690,937 31

1,060,359 82 1,080,878

99 733,000 107

93

102

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 2,705,595

-

1,297,406 48 1,060,359 82

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 2,705,595 1,297,406 48 1,060,359 82 1,080,878 102

1,080,878 102

-

-

その他 -

指標説明（式） 参加者数

指標名１ 参加者

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 600 900 150.0 900 100.0 900 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 954 725

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

76.0 980 135.2
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

-

指標名１

指標説明（式）

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 - -

目標 - -

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

相生湾特有の穏やかな波を活かし、多くの参加者のもと海洋訓練を行えた。

3

効率性

手段の最適
性

Ｂ＆Ｇあいおい海洋クラブ（委託先）の、市から自立できる体制整備に取り組む
必要がある。

3

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

予定よりも数多くの参加者、また会員の獲得ができた。 3

具体的な評価観点 内容

妥当性
目的の妥当
性

マリンスポーツの普及、環境学習活動など、観光部
門よりも、教育・体育所管が担当する方が、ヨットの
競技選手育成などへつなげることができる。

評価視点
６　課題として認識された点

21.5

妥当性
目的の妥当
性

レクリエーションにとどまることなく、海のあるまちに
住む相生の子どもたちの未来に影響を与えるよう
な事業であり続け、改善していかなくてはならな
い。 総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 スポーツ基本法

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

近隣市町との情報交換や連絡調整を行うほか、スポーツ推進審議会での答申を得ながら計画
的で効率的なスポーツの推進を図る。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
1

単位 25年度実績

事業番号 010501020200

無

庁内組織、千種川水系地区社会体育担当者会議およびスポーツ推進審議会

近隣市町との情報交換や連絡調整を行うほか、スポーツ推進審議会での答申を得ながら計画
的で効率的なスポーツの推進を図る。

3事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度社会体育計画管理事業 予算事業名 社会体育費事務経費

朝田訓弘担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

千種川水系地区社会体育担当者会議 1
スポーツ推進審議会 回 2

活
動
実
績

2
回 1 1

2 2

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

117 0.120 86 0.2200.120 0.140 183

臨時職員 - -

86 2,045,206

-

支出内訳

人件費 1,239,770 1,443,253 116 1,243,094

172,744

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 1,432,140 1,612,701 113

事業費 192,370 169,448 88

1,415,838 88 2,243,206

102 198,000 115

165

158

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 1,432,140

-

1,612,701 113 1,415,838 88

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 1,432,140 1,612,701 113 1,415,838 88 2,243,206 158

2,243,206 158

-

-

その他 -

指標説明（式） 審議会および担当者会議開催数

指標名１ スポーツ推進審議会および千種川水系地区社会体育担当者会議

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 3 3 100.0 3 100.0 3 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 3 3

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.0 3 100.0
事業

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

3 100.0

指標名１ スポーツ推進審議会女性委員数

指標説明（式） スポーツ推進審議会女性委員数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 3 3 100.0 3 100.0
人

目標 3 3 100.0 3 100.0

実績 192370 169448 88.1 0.0
円

目標 201000
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

スポーツ推進審議会は年２回開催することができた。

3

組織運営・適
正管理

審議会委員の若返りには至っていない。

効率性

コストの節減 スポーツ推進審議会委員報酬のほか、必要事業費のみの予算措置である。

3

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

スポーツ推進審議会での答申を得ながら、計画的で効率的なスポーツの推進
が図れている。

3

具体的な評価観点 内容

有効性
組織運営・適
正管理

全体的に委員の若返りと女性委員割合を増やして
いく必要がある。

評価視点
６　課題として認識された点

15

効率性 コストの節減
スポーツ推進審議会委員報酬については、平成２
８年度より１００円減

総合評価

進捗状況

執行体制の
効率性

社会体育振興事業に寄与できた。

201000 100.0 201000 100.0 0.0

指標名２ 一般事務経費

指標説明（式） 社会体育費事務経費＋スポーツ推進審議会報酬

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

各種競技スポーツの推進、スポーツクラブ２１の推進、国際大会、全国大会出場選手に対する
優秀選手激励制度の運用に取り組む。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
20

単位 25年度実績

事業番号 010501020300

無

市民

市民が暮らしの中で体力づくりや健康保持等、それぞれの目的に合わせたスポーツ活動を生
き生きと展開する。

4事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度スポーツ活動推進事業 予算事業名 社会体育振興事業

平野慎司担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

市民体育大会事業等 21
優秀選手激励制度 件 31

活
動
実
績

38
種目数 21 19

42

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

105 0.656 99 0.6600.632 0.664 101

臨時職員 0.112 0.132 118 0.144 96

96 5,876,154

109 0.138

支出内訳

人件費 5,448,906 5,823,965 107 5,616,182

2,708,191

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 8,069,896 8,621,982 107

事業費 2,620,990 2,798,017 107

8,324,373 97 8,511,154

97 2,635,000 97

105

102

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 8,069,896

233,000 100 240,000

8,621,982 107 8,324,373 97

103

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 7,844,396 8,389,982 107 8,091,373 96 8,271,154 102

8,511,154 102

-

-

その他 225,500 232,000 103

指標説明（式） 市民体育大会＋その他振興事業　※市民体育大会：１５種目　　その他：６事業

指標名１ 市民体育大会等実施数

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 26 25 96.2 25 100.0 22 88.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 21 21

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.0 23 109.5
事業

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

119772 112.8

指標名１ 市民体育大会等（1種目あたりのコスト）

指標説明（式） 社会体育普及振興事業費÷大会等種目数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 124809 133238 106.8 117747 88.4
円

目標 108230 112560 104.0 106160 94.3

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

制度の運用、各種振興事業とも適切に実施されている。

4

市民サービス スポーツ安全保険については、体育協会等の種目団体に広く活用された。

効率性

コストの節減
優秀選手激励制度については、制度の趣旨を損なわないようコスト削減に努め
る。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

市民一人ひとりの目的に合わせたスポーツ活動が幅広く展開できている。 4

具体的な評価観点 内容

効率性 コストの節減
事業の自主的な運営を進めるため、団体との連携
が必要である

評価視点
６　課題として認識された点

24

効率性 コストの節減
各大会種目の参加者を増員させ、参加者一人当た
りにかかる必要事業費を削減する必要がある。

総合評価

進捗状況

手段の最適
性

適正に運用できた。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

小中学生の基礎体力の低下が精神面や人間形成、学力の低下にまで影響を及ぼしている
中、児童や生徒に対し、学校体育だけではなく、広くスポーツに接する機会を提供する。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
50

単位 25年度実績

事業番号 010501020400

無

市民（ジュニア層）

子ども達のスポーツへの関心が高まり、学校で地域で家庭で生き生きとしたスポーツ活動を展
開する。特に小中学生のスポーツ人口の増加と基礎体力の向上を目指す。

4事業の類型

市民（ジュニア層）

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
4優先度ジュニアスポーツ振興事業 予算事業名 ジュニアスポーツ振興事業

平野慎司担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

相生湾チビッ子駅伝 41

90
少年親善剣道大会

人
チーム 111

活
動
実
績

99
チーム

130ジュニア陸上競技教室 150

48 48
92 83

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算

121

インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

103 0.638 100 0.6280.618 0.638 98

臨時職員 0.140 0.140 100 0.140 109

97 5,662,582

100 0.152

支出内訳

人件費 5,409,636 5,641,957 104 5,471,430

1,420,000

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 6,729,636 7,061,957 105

事業費 1,320,000 1,420,000 108

6,891,430 98 7,132,582

100 1,470,000 104

103

103

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 6,729,636

268,000 96 276,000

7,061,957 105 6,891,430 98

103

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 6,495,436 6,782,957 104 6,623,430 98 6,856,582 104

7,132,582 103

-

-

その他 234,200 279,000 119

指標説明（式） 事業（大会・教室等数）

指標名１ ジュニアスポーツ普及振興事業

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 12 12 100.0 12 100.0 12 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 12 12

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.0 12 100.0
事業

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

122500 103.5

指標名１ ジュニアスポーツ（１大会・教室あたりのコスト）

指標説明（式） ジュニアスポーツ普及振興事業÷事業数（大会・教室等）

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 110000 118333 107.6 118333 100.0
円

目標 110000 118333 107.6 118333 100.0

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

他市町との交流や大会参加により、競技力の向上が図られている。

5

市民サービス 子ども達に取り組みやすい教室や発達の場を提供できている。

効率性

コストの節減 児童、生徒数の減少もあり、それに見合ったコスト削減を図っている。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

各種目別大会において参加者が増加しており、子ども達のスポーツへの関心
が高まってきている。

4

具体的な評価観点 内容

有効性 市民サービス
学校と連携を図り、子ども達のニーズにあった事業
展開が必要である。

評価視点
６　課題として認識された点

27

効率性 コストの節減
事業規模や参加者数に見合った事業費の増減を
行う。

総合評価

進捗状況

手段の最適
性

子どもの基礎体力向上に力点をおいて事業の展開を行っている。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

市民誰もが暮らしの中での体力づくりや健康維持等、スポーツを取り入れやすいように、レクリ
エーションスポーツに親しめる場の確保や大会等の開催を行う。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
5

単位 25年度実績

事業番号 010501020500

無

市民

誰もが自分にあった形で生活の中にスポーツを取り入れる。

4事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度レクリエーションスポーツ振興事業 予算事業名 レクリエーションスポーツ振興事業

平野慎司担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

あそぼうる 5

5

ターゲットバードゴルフ

回
回 6

活
動
実
績

7
回

5
スポーツフェスティバル参加者数 人 1440 1298 1532 1450

グラウンドゴルフ 5

5 5
8 8

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算

6

インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

122 0.832 103 0.7920.660 0.804 95

臨時職員 0.260 0.260 100 0.260 100

100 7,243,542

100 0.260

支出内訳

人件費 6,025,410 7,219,725 120 7,225,218

4,365,000

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 10,379,410 11,604,725 112

事業費 4,354,000 4,385,000 101

11,590,218 100 11,468,542

100 4,225,000 97

100

99

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 10,379,410

452,600 146 465,000

11,604,725 112 11,590,218 100

103

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 10,009,910 11,294,225 113 11,137,618 99 11,003,542 99

11,468,542 99

-

-

その他 369,500 310,500 84

指標説明（式） あそぼうる、ターゲットバードゴルフ、グラウンドゴルフ、ペタンク

指標名１ 開催事業数

４　評価指標
【有効性】

指標名２ スポーツフェスティバルＡＩＯＩ参加者数

備考
目標 18 19 105.6 19 100.0 20 105.3

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 参加者

実績 18 19

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

105.6 21 110.5
事業

人
目標 1300 1500 115.4 1500 100.0 1450 96.7

実績 1440 1298 90.1 1532 118.0

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

2068 100.1

指標名１ スポーツフェスティバルＡＩＯＩ（１人あたりのコスト）

指標説明（式） スポーツフェスティバルＡＩＯＩに係る事業費÷参加者数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 2013 2388 118.6 2023 84.7
円

目標 2230 2066 92.6 2066 100.0

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

スポーツフェスティバルについては、幼児から高齢者まで、より多くの市民が参
加できるようプログラム内容の見直しを行う必要がある。

3

市民サービス
市民一人ひとりが主体的に行うレクリエーションスポーツについて、行政として
スポーツをする場の提供やきっかけづくりなどの側面支援を行うことができた。

効率性

コストの節減
市民ニーズを把握、分析しながらスクラップアンドビルドを行い、ニュースポーツ
の普及等、事業の効果を高める必要がある。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

市民一人ひとりが自分に合ったレクリエーションスポーツ活動に参加し、住民同
士が交流を深めながら健康的な暮らしが図られている。

4

具体的な評価観点 内容

有効性
成果目標（改
善）達成度

高齢化社会に向け、目標達成のため事業内容およ
び運営等について検討する

評価視点
６　課題として認識された点

23

妥当性 市民ニーズ
平成２６年度からの新規事業として、多世代で取り
組める「アジャタ」の市民大会を開催したが、今年
度も継続し、地域コミュニティの活性化を図る。 総合評価

進捗状況

負担割合の
適正化

スポーツフェスティバルは幼児から高齢者までの誰もが気軽に参加できるよう、
参加料は無料としている。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

スポーツ教室を開催し、基礎的な知識と技術の習得を目指すことで、スポーツに関心をもち、親
しむ機会を提供する。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
268

単位 25年度実績

事業番号 010501020600

無

市民

初心者を対象としたスポーツ教室を開催し、基礎的な知識と技術の習得を目指すことで、ス
ポーツに関心をもち、親しむ機会を提供する。

4事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度スポーツ教室事業 予算事業名 スポーツ教室事業

平野慎司担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

スポーツ教室参加者数 261活
動
実
績

人 252 268

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

50 0.120 100 0.1200.240 0.120 100

臨時職員 0.240 0.240 100 0.240 100

99 1,908,846

100 0.240

支出内訳

人件費 2,748,050 1,871,493 68 1,847,654

869,340

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 3,617,578 2,737,953 76

事業費 869,528 866,460 100

2,716,994 99 2,788,846

100 880,000 101

103

103

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 3,617,578

869,340 100 880,000

2,737,953 76 2,716,994 99

101

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 2,748,050 1,871,493 68 1,847,654 99 1,908,846 103

2,788,846 103

-

-

その他 869,528 866,460 100

指標説明（式） 参加者

指標名１ スポーツ教室参加者数

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 300 280 93.3 280 100.0 268 95.7

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 261 252

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

96.6 268 106.3
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

3283 104.0

指標名１ スポーツ教室（１人あたりのコスト）

指標説明（式） スポーツ教室実施事業費÷参加者数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 3331 3438 103.2 3243 94.3
円

目標 2943 3153 107.1 3157 100.1

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

参加者数が微増となった。

4

市民サービス
健康体操、卓球、バレーボール、バドミントン、幼児体操の５教室を開催すること
ができた。出席率も高い。

効率性

コストの節減
講師は体育協会加盟団体を主としたスポーツ団体に依頼しており、事業費は謝
礼が主のため、コスト削減は難しい。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

スポーツに関心をもち、親しむ機会を提供できている。 4

具体的な評価観点 内容

有効性
成果目標（改
善）達成度

教室開催時期だけでなく、それ以外でもスポーツに
親しめるよう、スポーツ活動普及促進を図る必要が
ある。

評価視点
６　課題として認識された点

24

効率性
手段の最適
性

教室開催のＰＲを積極的に行う。

総合評価

進捗状況

手段の最適
性

各スポーツ教室とも開催回数は３期であり、教室の開催時期、開催回数ともに
最適である。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

権威ある大会等において、成績が顕著な個人や団体に対しスポーツ顕彰の贈呈を行うことで、
競技者の士気を高め、さらには各種目競技の普及推進、奨励を促す。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
60

単位 25年度実績

事業番号 010501020800

無

市民

各種目競技の普及推進、奨励を促す。

4事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度スポーツ・文化芸術顕彰事業 予算事業名 スポーツ・文化芸術顕彰事業

平野慎司担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

スポーツ顕彰 55活
動
実
績

件 44 38

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

117 0.260 100 0.2600.222 0.260 100

臨時職員 - -

97 2,359,526

-

支出内訳

人件費 2,023,844 2,373,013 117 2,290,574

104,600

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 2,143,744 2,504,443 117

事業費 119,900 131,430 110

2,395,174 96 2,604,526

80 245,000 234

103

109

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 2,143,744

-

2,504,443 117 2,395,174 96

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 2,143,744 2,504,443 117 2,395,174 96 2,604,526 109

2,604,526 109

-

-

その他 -

指標説明（式） 県大会以上に進み、スポーツ顕彰を受賞した人数

指標名１ スポーツ顕彰受賞者数

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 70 70 100.0 60 85.7 60 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 55 44

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

80.0 38 86.4
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

4083 60.5

指標名１ スポーツ顕彰受賞者（１人あたりのコスト）

指標説明（式） スポーツ・文化芸術顕彰事業÷受賞者

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 2180 2987 137.0 2752 92.1
円

目標 4071 4071 100.0 6750 165.8

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

教育委員会として顕彰制度の一本化を図り、「相生市スポーツ顕彰に関する要
綱」として施行している。

4

市民サービス 競技スポーツに取り組む人の努力にこたえることができた。

効率性

コストの節減 制度の趣旨を損なわないようコスト削減に努める。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

功績に相応した顕彰を贈呈できている。 4

具体的な評価観点 内容

有効性
成果目標（改
善）達成度

平成２５年度の制度改正により、受賞者は以前より
減少しているが、受賞資格が明確にされている。

評価視点
６　課題として認識された点

24

妥当性 市民ニーズ
市広報紙やホームページを活用し、効果的な制度
の周知、ＰＲに努める。

総合評価

進捗状況

手段の最適
性

要綱に基づき、適正に運用できた。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

小学生から高齢者までの多世代が一堂に会し、気軽に楽しめる新規スポーツとして、スポーツ
玉入れ「アジャタ」の導入を行い、スポーツを通して市民のふれ合いや地域交流の促進等、地
域コミュニティの活性化を図る。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
700

単位 25年度実績

事業番号 010501020900

無

市民

多世代が楽しめるスポーツを導入し、地域コミュニティの活性化を図る。

4事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
－優先度多世代型スポーツ導入事業 予算事業名

担当者名担当課長
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツ活動の支援・充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

大会参加者数 210
用具貸出件数 件 21

活
動
実
績

17
人 450 628

16 20

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

0 -0.400 -

臨時職員 - -

96 316,446

-

支出内訳

人件費 3,392,130 358,533 11 345,254

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 4,181,330 358,533 9

事業費 789,200 0

345,254 96 316,446

- -

92

92

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 4,181,330

-

358,533 9 345,254 96

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 3,392,130 358,533 11 345,254 96 316,446 92

316,446 92

-

-

その他 789,200 0

指標説明（式） 参加者（２大会）

指標名１ 大会参加者数

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 300 0.0 - 700 -

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 210 450

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

214.3 628 139.6
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

- -

指標名１ 多世代型スポーツ導入（１人あたりのコスト）

指標説明（式） 多世代型スポーツ導入事業費÷参加者数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 3758 - - - -
円

目標 2666 - - - -

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

大会参加者数が当初の目標値より下回ったが、市内７ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞすべての参
加があった。

4

市民サービス 市民の多くに「アジャタ」という名のスポーツを浸透させることができた。

効率性

負担割合の
適正化

大会参加費の有無も含め、金額の妥当性について検討する必要がある。

3

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

ふるさと応援寄附で行う多世代型スポーツ導入事業は25年度完了であるが、今
後既設事業に絡めて大会の実施を継続する。スポーツフェスティバル等

4

具体的な評価観点 内容

効率性
手段の最適
性

家族や年齢で編成したミックス部門の設置等多くが
集える時期の設定などを検討していく。

評価視点
６　課題として認識された点

17総合評価

進捗状況

手段の最適
性

他事業の開催もあり、土日の市民体育館の使用状況は飽和状態であり、大会
の実施については１～２回が最適である。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
妥当性

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 スポーツ基本法

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

スポーツ推進委員の資質向上のため、各大会への参加、近隣の市町や市内での交流会、研
修、講習参加や開催に取り組む。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
9

単位 25年度実績

事業番号 010501030100

無

市民

地域でのスポーツリーダーとして活動することで、スポーツ活動が活性化する。

3事業の類型

市民

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会体育振興課
3優先度スポーツ推進委員事業 予算事業名 相生市スポーツ推進委員事業

平野慎司担当者名担当課長 小西まこと
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 スポーツリーダーを育成する

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 誰もが気軽にスポーツライフを楽しむ

項目

実施の概要

スポーツ推進委員会 10活
動
実
績

回 9 9

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

114 0.332 101 0.3200.288 0.328 96

臨時職員 0.020 0.020 100 0.020 100

98 2,885,126

100 0.020

支出内訳

人件費 2,580,006 2,948,477 114 2,879,658

3,246,780

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 6,036,826 6,157,057 102

事業費 3,456,820 3,208,580 93

6,126,438 100 6,349,126

101 3,464,000 107

100

104

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 6,036,826

-

6,157,057 102 6,126,438 100

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 6,036,826 6,157,057 102 6,126,438 100 6,349,126 104

6,349,126 104

-

-

その他 -

指標説明（式） スポーツ推進委員数

指標名１ スポーツ推進委員数

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 27 28 103.7 29 103.6 29 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 27 29

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

107.4 27 93.1
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

3170000 95.7

指標名１ スポーツ推進委員報酬

指標説明（式） スポーツ推進委員報酬総額

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 3311000 3311000 100.0 3118500 94.2
円

目標 3311000 3311000 100.0 3311000 100.0

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

各事業の指導や支援が円滑に行われている。

3

組織運営・適
正管理

組織運営は適切かつ円滑に行われている。

効率性

コストの節減
各種事業や新規スポーツ事業等の応援をスポーツ推進委員に依存しているた
め、報酬の削減は困難である。

3

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

地域でのスポーツリーダーとして活動できている。 4

具体的な評価観点 内容

効率性
執行体制の
効率性

地域スポーツのリーダー確保や育成が重要である
ことから、各種目や各地域から均等に委員を選出
する必要がある。

評価視点
６　課題として認識された点

16

効率性 コストの節減
事業応援に必要な人員数を検討し、必要最低限の
応援を依頼することでコスト削減を図る。

総合評価

進捗状況

執行体制の
効率性

女性委員の増員、委員の若返りを図る必要がある。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況


